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正苗 信男 (阪大 ･人科 )
都守 淳夫 (JMO)
飼育下における新世界ザルの行動研究は,近年
広い分野にわたっておこなわれるようになってき
た｡しかしながら,ディスプレイを含めた行動の
エソグラムを作成するという作業自体は,いくつ
かの限られた掛 こついての紺掛 こ散見されるだけ
である｡
本研究では,キヌザル科の種を中心として,オ
ス･メスの実験的出会わせ場面および繁殖集団内
での表出行動の観察が行なわれた.一般に,これ
らの種ではオマキザル科に比べて表情が乏しい反
面,posturaldi8playが豊富なのが特徴的であ
る｡とりわけ,交尾に先行して旧世界ザルに見ら
れるプレゼンティングに類似した,体の後背部を
相手に呈示するディスプレイが,ピグミー マ-モ
セットやマ-モセット類では攻撃性を含んだ情動
の未出として用いられている｡ この行動は,タマ
リン塀にも兆通してみられるものの,後者では性
的なディスプレイとして,もっぱらオスにのみ観
察され前者の掛 こ見られるパターンから儀式化さ
れたのではないかと推測された｡
タマリンでは威嚇時の行動として,おもに体の
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